
よこすかキャリア教育推進事業

中学生“自分再発見”プロジェクト

「横須賀市立馬堀中学校 年間計画」

平成２２（２０１１）年 ５月２７日

                                    横 須 賀 市 立 馬 堀 中 学 校

                                 総括教諭（１学年主任）川瀬智晴

1. ねらい

馬堀中学校教育目標「人となれ」に向かうべく、総合的な学習の時間を中心として、

その時間を「中学生“自分再発見”プロジェクト」として位置づけている。

就職難を反映し「フリーター」「ニート」等の存在が半ば肯定化されつつある現代社会

において、この取り組み（企画）を通し、生徒一人ひとりに様々な「生きる力」を身に

つけさせ、将来社会貢献できる人材の育成を図ることはもとより、何よりも生徒一人一

人が豊かで逞しい人生そのものを送るにふさわしい資質を身につけてることをねらいと

している。

2. テーマ

全校テーマ『生きる』～人として生きるために大切なこと～

            ・働くこと・思いやり・人との関わり・自分の生き方

【身につけたい力】の育成のため、各学年の発達段階に応じ、それぞれの主なテーマ

を以下のように計画（企画）する。

（※詳細は別紙「馬堀中学校総合学習全体計画」を参照）

学 年 テーマ設定

１学年 『自分を見つめる』

自分再発見…自分の生き方を

考える（アイデンティティ、将来、興味

や適正）

『地域から学ぶ』

●職業インタビュー…地域の大人から学ぶ

●猿島フロンティア…地域の産業から学ぶ

●ポスターセッション…地域の仕事から学ぶ

●職業体験へ向けて…「働く」ことについて学ぶ

２学年 『社会の一員として』

●職業体験

…「働く」ことについて学ぶ

●将来設計

…自分の進路について考える

３学年 『人権・福祉』

人権学習・福祉体験…人として

『生きる』ために

『将来設計』

進路学習…自分の生き方を考える



３．年間計画の概要

月 ４  ５    ６    ７  ８  ９  １０  １１  １２    １    ２       ３

１年 自分再発見   職業インタビュー 猿島ミッション企画   企画の実現

                    ポスターセッション 職業体験に向けて

ビジネスマナーセミナー

２年 事前学習 職業体験 事後訪問  報告会  将来設計    講演会

３年 ふれあい体験学習   福祉体験   進路学習

進路学習・説明会   人権作文         将来設計    講演会

４．身につけたい力

これらの力を各学年の発達段階に応じ、様々な具体的取り組み（企画）を通しながら発展的かつ

融合的に身に付けさせ、「自分再発見の確かな意識」を自分自身の中で認識させながら将来設計の

土台作りになればと考えるところである。

企画の具体としては横須賀市内で様々な職業に就いている方々をＭＴＴ（マイ・タウン・ティー

チャー＝働く大人はすべて子ども達の先生）と称し、そのお話を、生徒一人ひとりが直接生の声で

聴いたり、様々な資料を閲覧したりすることで、社会のしくみや職業への関心を深め、2 年時実施

の「職業体験」への意識付けを行うものである。

本企画は「よこすかキャリア教育推進事業」に基づき、事業所の方々自らが展開するプロジェク

トであり、キャリア教育全体の視点からも、生徒が職業人と語ることで培われる「人間関係形成能

力」の育成や、資料閲覧や講話からの「情報活用能力」「将来設計能力」育成のための基礎作り、

それが「職業観・勤労観」の育成につながる取り組みであると捉え、全市はもとより全県にも発信

出来ればと考える。

生徒自信が将来的に身につけて欲しい力とは言うまでもなく、キャリア教育の視点から

見た５つの能力とします。【 身につけたい力、つけてほしい力 】

①人間関係形成能力（コミュニケーションの力）

自分の良さや弱さ、適正を知り相手の立場や気持ちを理解でき、いろいろな人と上手に

係わって行くことが出来る力

②情報活用能力（考える力）

自分に必要な様々な情報を集めたり調べたりしようとし、それを自分なりに活かすこと

が出来る力

③将来設計能力（見通す力）

自分のその場所での役割を考え行動できる力。自分にとって必要なことを計画でき実行

していく力

④意志決定能力（決断する力）

様々な場面において自分の意志で決定でき、様々な問題を解決していく力

⑤継続忍耐能力（続ける力）

どんなことにもあきらめず、粘り強く継続して取り組む力



５．年間計画


